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適合台車は、表示されているクラスでも取り付かない場合がありますので、油圧ショベルの機種・仕様をご確認のうえお問い合わせください。

取付ロッドは、使用用途に応じて先端形状が異なります。コーンロッド（円錘）またはモイルポイント（四角錘） ・フラットロッド（円柱）・ウエッジポイント（横一文字）の選択となります。
なお、オプションでボールポイント（芯入りロッド）を用意しています。

■仕　様

Fx45、Fx55は、ロッドを支持するブッシュとロッドピンを大型
化して耐久性をさらに向上。

大型機で実績のある耐久性の高いガスシール・システムを採用し、
信頼性をより高めました。

アキュームレータ不要の新油圧システムを採用。

ブレーカ本体は、ピストン作動部とロッド支持部を一体化したシリ
ンダを採用し、スルーボルトレス化を実現。（除くFx65）

●

●

●

●

スルーボルトレススルーボルトレス

最新の生産設備と加工ノウハウ、徹底した品質管理の下で生産された、
高品質・高精度の部品の数々により、定評のある優れた耐久性を誇り
ます。

高い信頼性。高い信頼性。

油圧と油量レンジの拡大で幅広いミニショベルとのマッチングが可能。
また、バルブアジャスタによる油量調整、バックヘッドガス圧の調整
により台車とのベストマッチングができます。つねにベストなブレー
カ作業ができます。

・・・・・メンテナンスコストの低減。・・・・・メンテナンスコストの低減。

ベストマッチング＆ベストな作業。ベストマッチング＆ベストな作業。

このカタログは再生紙を使用。植物油インクで印刷しています。

豊富な実績と経験から生まれた信頼のある『油圧＋ガス』併用駆動方式を継承。豊富な実績と経験から生まれた信頼のある『油圧＋ガス』併用駆動方式を継承。
新油圧システムの開発により、ブレーカの命である安定した強い打撃力を誇ります。新油圧システムの開発により、ブレーカの命である安定した強い打撃力を誇ります。

●故障や事故を防ぐため、機械の定期的な点検を必ず行ってください。

●ご使用されるときは「取扱説明書」をよくお読みのうえ正しくご使用ください。

安全に関するご注意
機械から離れる場合は、必ず作業装置を接地させるなど、安全に心がけてください。●
掲載写真の色は、撮影や印刷の関係で実際の色とは異なって見えることがあります。●

油圧ブレーカの運転には、「車両系建設機械（解体用）運転技能講習」と「車両系建設機械（整地・積込・運搬・掘削）運転
技能講習」 の両方の運転資格が必要です。機体質量３トン未満の場合は、それぞれの運転特別教育を修了した方となります。

●

特定自主検査は厚生労働大臣または労働基準監督局長の登録を受けた検査業者で検査を行うよう義務づけられています。●

本カタログの掲載写真および装備は、改良などによりお届けします製品と異なる場合があります。また、仕様とデザインは予
告なく変更することがあります。

●

時代のニーズに応える古河の油圧ブレーカ


